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訪問調査日 令和元年８月２８日

利用者様個々の生活歴に合わせた、生活を送ること出来る様にスタッフはケアをしている。外
に出る事を大切にし、御利用者様に合わせた散歩のペースや距離、散歩が難しい方へは外
気浴の援助。各階は明るい雰囲気の中、各階の色を出し、御利用者様に楽しいと思っていた
だけるような生活空間の演出を目指している。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
玄関のウエルカムクラフトは毎月職員がボランティアで代わるがわる季節に応じたものを展示
していて、「（理念）心を込めた親切なサービス～」が日常に在ることが伝わる事業所です。入
居前のボランティア仲間の面会を通じて「蓄音機を携えて福祉施設訪問をおこなっていた」こと
が分かり、職員や管理者が本人を同伴しての施設訪問は既に６事業所へのボランティア訪問
の実績があり、パーソン・センタード・ケアの実践にも秀でています。ユニットリーダーが中心と
なって「これまでやっていた」生活歴を掘り起こしていて、元大工だった人はペーパークラフトで
モノづくりへの魂を復活させていて、本人の展示コーナーも設けられています。

基本情報リンク先

静岡県沼津市我入道江川5-1所在地

愛の家グループホーム沼津我入道　　（１階ユニット）

1  自己評価及び外部評価結果

2271100923

法人名 メディカル・ケア・サービス株式会社

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2019_022_kani=true&JigyosyoCd=2271100923-00&PrefCd=22&VersionCd=022

評価結果市町村受理日令和1年8月5日 令和元年９月２７日

事業所番号

静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

事業所に理念を設け　朝礼等で唱和し　職員
が理念を共有ている

理念は昇段試験や会議でも「言えますか」と投げ
かけ、日々唱和も重ねて職員に浸透していま
す。玄関のウエルカムクラフトは毎月職員がボラ
ンティアで代わるがわる季節に応じたものを展示
していて「（理念）心を込めた親切なサービス～」
が日常に在ることが覗えます。

散歩や地域のお祭りの参加、ホームで行うお
祭りを通して交流に努めている。

徒歩５分のところにある「我入道自治会館」を借
りて運営推進会議をしたり、地域の祭りにも祝儀
をだして地域との関係は良好です。日常にボラ
ンティアや園児の訪問もあり、看護学生や中学
生、静岡福祉大学、大原学園と、体験や実習の
受入れも盛んです。

2か月に1度行われる運営推進会議で地域の
方々に参加して頂き　認知症の理解や支援
について勉強の時間を設けている。

会議では現在の状況　日頃の様子などを伝
えたり　新な取り組みなども入れている。質
問や感想を聞き　今後ののサービスに活か
している

家族に「平日と休日どちらが～」と確認したとこ
ろ、「土日が良い」となって現在の土曜日開催体
制となっていますが、出席率は捗々しくありませ
ん。それでも本年度からオレンジカフェと併催す
るようになって少し賑やかになっています。

会議への参加声掛けを行っており　介護指
導員の受け入れをして　客観的意見を頂け
るように努めている。

地域包括支援センターが力を入れるラン伴に事
業所でも積極的に協力しています。また地域包
括支援センターや居宅介護支援事業所が紹介く
ださって入居に至った利用者については、現在
の様子を写真で報告したり、本人と一緒に訪問
する等して関係継続に努めています。

身体拘束においては、全体会議で定期的に
行い職員に周知し身体拘束しないケアに取
り組んで切る。

本社では要綱及び「身体拘束廃止推進委員会」
を備え、事業所でも「身体拘束廃止委員会」を設
置して四半期毎の協議をおこなっています。法
改正前から「虐待・不適切ケア」等のチェックシー
トを用い、３ヶ月に１度ランダムに選出された職
員が取組む制度が敷かれていて盤石です。

3か月に1度虐待について研修を行い　チェッ
クシートを用いて　日々の情報収集と　虐待
防止委員会にて検討対策等をしている

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（１階ユニット））
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（１階ユニット））

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

全体会議等で学ぶ機会を持ち　今後に行か
せるよう支援している

契約に関しては　担当者が十分な説明や時
間を設けている

御家族様アンケートを実施し　意見や要望を
伺い　今後の運営やケアに活かせるようにし
ている

家族アンケートを法人が年１回実施しています。
食費の値上げがあったことについては忌憚ない
意見を挙げてもらえており、試食会をするなどし
て出来る限り是正及び工夫にあたっています。
「はまかぜ通信」は写真入りで「よく判る」「安心」
との声が届いていて、家族に好評です。

年に1回に職員アンケートを行い　職員に意
見を聞き　運営に活かせるようにしている

各ユニットの意見は月の全体会議で総括してお
り、ユニットの業務変更はリーダーに委ねている
こともあって、ユニット毎にカラーが出ていて自主
性が覗えます。職員の言動に不具合があれば、
管理者が指導する前にリーダーがおこなう等、
気持ちに配慮した育成を旨としています。

3か月に1度　個人目標を各自設定してもらい
それに向けて努力する支援をしている

一人ひとりのケアの実際と力量を把握し　研
修や勉強会の機会を設け　働きながらトレー
ニングしていく事に努めている

グループホーム連絡会協議会において　近
隣の同業者と交流する機会を作っている。
ネットワーク作りや意見交換などでサービス
の質の向上をしていく取り組みをしている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（１階ユニット））

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

本人が話しやすい状況を作り　本人の話に
傾聴するように努めている

入居前に会話する機会をもち　家族の抱える
不安や要望をしっかり聞くようにしている

本人と家族が何を望んでいるのかを聞きとり
計画書を作成し　情報の共有に努めている

本人が出来る事を見極め　日々の中で行っ
て頂けるよう支援している

スタッフとの信頼関係築くと共に　面会時に
は　家族が本人と話しやすい状況を作るよう
に努めている

馴染みの方の面会時　本人が楽しんでいた
事などを聞き　話しやすい状況作りに努めて
いる

蓄音機を携えて福祉施設訪問をおこなっていた
こと利用者の以前の仲間から聞き、職員や管理
者が本人を同伴して施設訪問を再開していま
す。グループホーム協議会で管理者がＰＲをした
ことも相まって、既に６事業所へのボランティア
訪問の実績があります。

お互いの楽しみや手伝いを共有し　話が出
来るように努めている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（１階ユニット））

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

必要に応じて相談や支援に努めている

家族から情報を得たり　本人の好きだったこ
とや気になる事を聞き　その人らしく生活して
頂けるよう　皆で検討している

介護計画書を作成するときには家族に必ず意見
を求めているほか、ユニットリーダーが中心と
なって「これまでやっていた」生活歴を掘り起こし
ていて、元大工だった人はペーパークラフトでモ
ノづくりへの魂を復活させていて、本人の展示
コーナーも設けられています。

これまでの暮らしについて　サービスの利用
経過も含めて　家族や友人等に聞き　情報
集めに努めている

日々の様子を把握し会議や申し送りで情報
共有している

ﾌﾛｱ内で意見共有したり、必要関係者との意
見交換も加え　現状に即した介護計画作成
をしている

意向ならびに生活歴等聴取内容は申し送りノー
トに記載され、回覧押印で念入りに共有させてい
ます。またそれらはカンファレンスにも役立つとと
もに介護計画書へとつながっています。ユニット
毎に特色があるものの、「具体的」なサービス内
容であることは一貫しています。

ケア日賦　介護記録を確認し　介護計画の見
直しや改善に努めている

本人や家族の思いを確認し　様々なサービ
スで対応できるように努めている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（１階ユニット））

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

ボランティアに来てもらったり　地域主催のオ
レンジカフェに出かけるように支援している

本人や家族に安心と納得して頂ける医療が
受けられるように支援している

１名を除いて月２回訪問診療をおこなう協力医に
変更しており、従来のかかりつけ医を継続する
利用者は家族が受診に付き添ってくださってい
ます。週２回ほど勤務する看護師が「受診報告
書」を作成して個人ファイルに記録を残していま
す。

利用者の日々の状態や気になる事を報告し
相談、指示を受けるようにしている

利用者の情報を分かりやすく提供し　必要な
時はそれ以外にも提供している

体の状態や変化に応じ　フロアー内や　本
人・家族との話し合い　ホームで出来る事な
ど説明と方針共有をして　利用者支援に努め
ている

事業所では「おこなわない」方針をもって家族と
合意できていますが、協力医が「やっても…」と
の意向を示すため、家族の中には「やってもらえ
る」と感じてしまうことは是正が必要ですが、看取
りに近い状態でお見送りとなった場合には２４時
間対応の医師に助けられています。

緊急時マニュアルを各フロアに置き　不安な
ことは上司に確認し備えている

防災訓練を通し　避難できるようにしている

火災と津波の設定で、夜間想定も含む訓練を年
２回おこなっています。消防署の窓口に訓練計
画書を提出すると、通報訓練の有無を確認して
下さるため、必ずお願いして実施しています。訓
練にも消防署の職員の立ち合いを求め、専門家
の助言を仰ぐことも欠かしません。

「通報」「消火器」「避難誘導」などのメ
ニューが万遍なくできているかといった見
直しや、「できている」「できていない」と
いった自己評価もとっていくことを期待し
ます。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（１階ユニット））

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

プライバシーに配慮し　一人ひとりの人格を
尊重した　その方に合った声掛けをしている

３ヶ月毎にチェックする「不適切・虐待シート」に
は「居室の入退室ではノック」といった項目があ
り、管理者からも日常的に注意して、全体会議に
も挙げて改善を進めていますが、食事中の利用
者がいても片付けを始めてしまう職員もいて、ま
だまだ課題を残しています。

話をする時間を持ち　本人の思いや希望を
汲み取れるようにしている

本人のペースに添って　希望が叶うよう支援
している

本人と一緒に　また、　意思表示できない方
はその方に似合った季節に合った支援をして
いる

食事メニューを伝え　楽しく、落ち着いて食べ
られる環境作りに努めている

誕生日には炊飯器で土台をつくって皆でデコ
レーションしたり、月１回の調理レクでは利用者
にリクエストを募って実施しています。また１階で
は外食レクが盛んで、「焼き鳥食べたい」の声に
居酒屋外出に応えた事例もあります。

「法人内の他事業所の試食を調理担当に
してもらえたら…」と、期待します。また調
理員の鼓舞を図るために玄関にメニュー
写真がありますが、小さくて味や雰囲気を
想像しにくいため、拡大することも検討く
ださい。

チェック表を見て　食事や水分が足りない方
は　捕食やジュースなど本人の好きな物を提
供する支援をしている

毎食後　歯磨きの声掛けをし　歯科の指示の
ある方は指示に沿って　ない方は　口腔内の
清潔に努めている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（１階ユニット））

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

利用者と関りを持つ中で　排泄のパターンを
把握していき　トイレでの排泄や排泄の自立
に向けた支援をしている

立位がとれなくなっても「トイレで」を慣行していま
す。排泄チェック表はつけていないものの、バイ
タルチェック表に排便の有無が記載され、看護
師が配薬の参考にしています。排尿は介護計画
書の２表に付記して定時誘導をおこない、６名が
布パン、そのほかはリハパンです。

便秘の予防として体を動かして頂いたり　乳
製品を摂って頂き水分の摂取量に注意して
いる

利用者の希望や時間に配慮した入浴をして
頂き　一人ひとりが気持ちよく　ゆっくり入っ
て頂けるように支援している

週２、３日を目安にしています。大半が「はいりた
くない」と言う、拒否がやや強い状況にあります
が、希望があれば「毎日」に応えることもできま
す。一般浴槽のため重度化にはシャワー浴とな
りますが、立位がとれなくなっても２人介助で支
援しています。

一人ひとりの生活習慣や状況に合わせて
気持ちよく休息したり　安心して眠れるように
支援している

薬の目的や副作用などの把握に努め　薬の
変更があった際は体調変化の確認に努めて
いる

一人ひとりの出来る事を見極め　生活の中で
張り合いとなる手伝いや役割を持てるよう支
援している

天気の良い日は毎日外に散歩に行き　ホー
ムの周りや近くのコンビニなど　パターンを決
めず　利用者の状態を見て支援している

広い駐車場を利用しての散歩が毎日あり、ロー
ソンやマックスバリューでの買い物のほか、１月
初詣、３月御用邸のお雛様見学、４月香貫山に
お弁当持参でハイキング、５月鯉のぼり見学、７
月外食、９月動物園や水族館と、季節に応じた
外出レクが年間計画に位置付けられています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（１階ユニット））

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

家族に理解を得ながら本人に所持金を持っ
て頂くケースもある

本人から要望があった際には対応するように
努めている

加湿器　湿度計を利用し　室内の温度調整
に努めている　　季節感のある壁面装飾に心
がけ居心地の良い室内作りに努めている

１階は釣り雛、葡萄のクラフトなどで華やかな空
間です。２階は塗り絵作品が額に収まり、壁画も
大人びていて、職員のセンスが光ります。３階は
ソファーの配置が分かれていることで居場所づく
りが叶っていて、ユニットそれぞれ印象が異なっ
ています。

広く見守りが出来るよう　スタッフのポジショ
ニングに注意し　安全な移動や歩行が出来
るよう家具の位置などに工夫をしている

椅子やソファを離れた場所に置き　その時々
で落ち着ける場所に座ってもらうよう　工夫し
ている

本人が使い慣れた物や慣れ親しんできた物
を入居時に持ってきて頂けるよう　家族に伝
えている

ベッドは馴染みのものを持ち込み、介護用ベッド
が必要となると福祉用具と家族が実費のリーズ
契約に至っています。２階は千代紙を敷いた額
を表札として、職員の想いが感じられ、各室には
自身の作品やテレビ、マッサージチェアとその人
の趣が感じられるものが配されています。
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令和 元 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○ ○

○
○

○
○

○
○

○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2271100923 利用者様個々の生活歴に合わせた、生活を送ること出来る様にスタッフはケアをしている。外
に出る事を大切にし、御利用者様に合わせた散歩のペースや距離、散歩が難しい方へは外
気浴の援助。各階は明るい雰囲気の中、各階の色を出し、御利用者様に楽しいと思っていた
だけるような生活空間の演出を目指している。

法人名 メディカル・ケア・サービス株式会社

事業所名 愛の家グループホーム沼津我入道  　　（2階ユニット）

所在地 静岡県沼津市我入道江川5-1

自己評価作成日 令和1年8月5日 評価結果市町村受理日 令和元年９月２７日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2019_022_kani=true&JigyosyoCd=2271100923-00&PrefCd=22&VersionCd=022 玄関のウエルカムクラフトは毎月職員がボランティアで代わるがわる季節に応じたものを展示
していて、「（理念）心を込めた親切なサービス～」が日常に在ることが伝わる事業所です。入
居前のボランティア仲間の面会を通じて「蓄音機を携えて福祉施設訪問をおこなっていた」こと
が分かり、職員や管理者が本人を同伴しての施設訪問は既に６事業所へのボランティア訪問
の実績があり、パーソン・センタード・ケアの実践にも秀でています。ユニットリーダーが中心と
なって「これまでやっていた」生活歴を掘り起こしていて、元大工だった人はペーパークラフトで
モノづくりへの魂を復活させていて、本人の展示コーナーも設けられています。

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 令和元年８月２８日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

定期的な研修を行い学ぶ機会を持ち職場だ
けでなくても意識を持ち注意、防止に努めて
いる。

担当者が主に行っている。

身体拘束においては、全体会議で定期的に
行い職員に周知し身体拘束しないケアに取
り組んで切る。

介護相談を常にできるように努めている。ま
た、ラン伴の参加でアピールできる場に積極
的に参加しそのような関わりが出来るように
努めている。

運営推進会議では参加された方たちの意見
を大切にしサービス向上に活かすようにして
いる。

外部評価

実践状況

朝礼で唱和したり、職員の目の届くところに
掲示し共有、意識して行けるようにしている。

散歩や地域のお祭りの参加、ホームで行うお
祭りを通して交流に努めている。

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道  　　（2階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道  　　（2階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

昇段試験や日々の勤務状態を把握し、その
力量に応じた法人内外の研修を受ける機会
を行っている。

グループホーム連絡会に参加しているが、今
よりも交流の場が持てるように取り組を行っ
ていきたいと思います。

定期的にスタッフアンケートを行っている。意
見が言いやすい日々の環境づくり、関係づく
りに努めている。また、個人面談も定期的に
行っている。

各、グレードにより年に１回から４回昇段試
験がある。

時間を十分に取り説明し、理解、納得してい
ただけるように体制を作っている。書面でも
確認し、承諾を得ている。

ご家族様アンケートを定期的に行い意見、要
望を聞ける場を設けている。また、ケアプラン
の殺明治にもお聞きできるように時間を設け
ている。玄関に意見箱を設けている。頂いた
意見は速やかに対応できるように努めてい
る。

研修では行っているものの十分ではないと思
うので今後においても知識を深めていく事が
出来るようにしていきたいと思う。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道  　　（2階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

一人一人が独立することなく職員も加わり関
係づくりに配慮し互いに支えあえるような関
係づくりを行っていく。

御家族様との関係性を崩さないように、面会
時や外出時と御家族様との時間を大切にし
ている。

今まで大切にしてきた環境を崩さない様努め
ている。

本人様や、ご家族様と話し、その方に適した
サービスを提供できるように他のサービス利
用も含めた対応も行っている。

一人一人の出来る事を見極めその人が出来
る事を行っていき暮らしを共にする者同士の
関係を努めていく。

担当のスタッフが、ご自宅にお伺いし本人様
の要望不安に思っていることなど聞き入居し
てからも安心を確保するための関係づくりに
努めている。

御家族様の思いもしっかりと聞きサービスの
提供が出来るように努めている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道  　　（2階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

ユニット会議や日々の申し送りなどで情報を
共有し介護計画の見直しに活かしている。

入居者様が居心地よい生活が送れるよう心
がけています。また、柔軟なサービスが出来
るように努めている。

1人1人の日々の様子を記録にその方に応じ
た対応が出来るようにしている。

本人様や御家族様に希望を聞きその希望に
添った介護計画を作成している。

担当者中心に希望、意向を訪ねている。また
困難な方には、ご家族様にたずねている。ま
た、要望がかなえられるように必要時には会
議などで方針を検討してみる。

本人様や御家族様にも情報を聞き経過等の
把握に努めている。

契約が終了しても困ったことがあればと声を
かけさせてもらっています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道  　　（2階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

定期的に訓練を行っている。地域との協力も
生かせるようにしている。

入居前のお話の時に、書面で説明し確認を
取れるようにしている。

定期的に全体会議で勉強会を開き職員に周
知している。

体調報告が出来るように状態の把握をし、看
護師と連携を取り適切な対応がとれるように
支援している。

随時情報の交換を行っていったり、本人様の
状態を把握できるように出向くようにしてい
る。

地域資源を活用し出来るように心がけてい
る。

本人様や、ご家族様の希望をきき安心した医
療を受けることが出来るように支援している。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道  　　（2階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

チェック表を活用し把握に努めている。栄養
バランスは、１ヵ月ごと栄養士が考えそれに
基づいた食事の提供となっています。また、
その人その人の状態にあった食事の提供を
行っている。

毎食後の口腔ケアの声掛けや介助を行って
いる。

その人らしい身だしなみが出来るようにぢ円
している。

毎日の献立を皆さんの目のつくところにおき
入居者様と食事の話が自然に出来るような
環境作りを行っている。また、食器や見た目
での工夫心がけている。月に１度入居者様
の希望を聞きフロアー内での調理の日を設
けている。

その人その人のレバルに応じた働き方に努
めている。

その人らしい生活の提供が出来るように職
員優先（業務）ではなく、入居者様優先の支
援に努めている。

声掛けや対応の仕方について、十分注意す
るように心がけている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道  　　（2階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

その方の希望、家族様の希望に沿って出来
る限り支援できるように努めている。

服薬の変更がある際には、主に看護師から
報告あり、また、注意点においても、指示が
ある。申し送りノートを活用し周知している。

生活面全般において、日々の様子、会話の
中で見つけていき、張り合いや喜びのある
日々を過ごして頂けるよう努めている。

入居者様の希望に添える様声掛けしてい
る。一人一人が時間に追われることなくゆっく
りと入浴して頂ける時間をもうけている。

1人1人のペースにあった休息時間、就寝時
間の対応を行っている。また、室温、加湿な
ど管理し、気持ちよく入眠して頂くよう努めて
いる。

各自の排泄パターンを把握し、トイレの声掛
けや誘導、確認を羞恥心に配慮して行ってい
る。

毎日の水分量のチェックや10時に牛乳の提
供、又、体操、散歩の時間をもうけている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道  　　（2階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

居室、トイレなどが使いやすいようにわかり
やすく工夫している。また、自発的に出来る
様環境に努めている。

その時々にあったそれぞれの時間を作って
頂けるよう環境作りや関りの工夫をしてい
る。

出来る限り、今待使い慣れた物や、家具を
持ってきて頂けるようにし、少しでも居心地よ
い居場所が作れるよう努めている。

電話の使用については特にきまりはない。手
紙においても、本人様の希望で応じている。

入居者様が、居心地よく過ごしやすい空
間、、また、季節感を取り入れた環境を作っ
ている。

御本人様の希望や状態によってはご家族様
にも説明し持たれることもありますが、基本
的には金銭トラブルを考慮し持つことはな
い。
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令和 元 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○ ○

○
○

○
○

○
○

○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2271100923 利用者様個々の生活歴に合わせた、生活を送ること出来る様にスタッフはケアをしている。外
に出る事を大切にし、御利用者様に合わせた散歩のペースや距離、散歩が難しい方へは外
気浴の援助。各階は明るい雰囲気の中、各階の色を出し、御利用者様に楽しいと思っていた
だけるような生活空間の演出を目指している。

法人名 メディカル・ケア・サービス株式会社

事業所名 愛の家グループホーム沼津我入道　　（3階ユニット）

所在地 静岡県沼津市我入道江川5-1

自己評価作成日 令和1年8月5日 評価結果市町村受理日 令和元年９月２７日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2019_022_kani=true&JigyosyoCd=2271100923-00&PrefCd=22&VersionCd=022 玄関のウエルカムクラフトは毎月職員がボランティアで代わるがわる季節に応じたものを展示
していて、「（理念）心を込めた親切なサービス～」が日常に在ることが伝わる事業所です。入
居前のボランティア仲間の面会を通じて「蓄音機を携えて福祉施設訪問をおこなっていた」こと
が分かり、職員や管理者が本人を同伴しての施設訪問は既に６事業所へのボランティア訪問
の実績があり、パーソン・センタード・ケアの実践にも秀でています。ユニットリーダーが中心と
なって「これまでやっていた」生活歴を掘り起こしていて、元大工だった人はペーパークラフトで
モノづくりへの魂を復活させていて、本人の展示コーナーも設けられています。

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 令和元年８月２８日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（3階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

会社全体の理念とホームの理念があり常に
職員が目のつくところへ置いている。また会
議などで唱和し共有している。

地区の自治会の方に協力してもらったりお祭
りなど地域との交流を図れるよう努めてい
る。

運営推進会議の呼びかけ、またラン伴に参
加してたりなど取り組んでいる。

会議の中でより分かるように画像を取り入れ
説明したりできるだけ分かりやすいように心
がけている。またその中でいただいた意見は
サービス向上に活かせるよう努めている。

ホームの責任者、ケアマネが主となり行って
いる。またいろんな催事に参加しより良い関
係が築けるよう取り組んでいる。

全体会議で定期的に行い知識を深めるよう
にしている。

全体会議で行ったり会社の中では３か月に１
回虐待防止チェックを行い見過ごされる事の
ないよう努めている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（3階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

全体会議・定期的に勉強会として行い知識を
深めるようにしている。

大事な話の時には十分に時間を設けて不
安・疑問等が軽減できる様に努めている。ま
たその時だけとらわれず随時対応できるよう
にしている。

お客様アンケートを年１回実施しその中でい
ただいた意見は反映できるようにしている。
また玄関入口に意見箱を設け、日頃から御
家族様とも意見をいって頂けるような関係が
築けるように努めている。

全体会議・ユニット会議また普段においても
意見や提案が言いやすい環境作りに努めて
いる。

１年に１回昇進試験があり各自が向上心を
持って働けるよう努めている。

１人一人の力量を把握しそれにあった研修に
参加できる機会を設けている。

地域で行っている研修に参加するようにして
いる。職員間の交流までには出来ているとま
では言えない。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（3階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居前に本人と面談し現在の身体面・
精神面に着目しながら困っている事・要
望を汲み取るよう心がけている

家族と面談し、日常の様子を伺い、本人と
の関係性・家族の思いなどを知るよう努
めている

入居の際の環境を評価し福祉用具等は早期
に対応し整備している

スタッフが優位に立つ関係にあってはなら
ず、共生する事を念頭においてケアにあたっ
ている

御家族の協力があってこそ本人が不安なく
暮らせる事なので相互の親睦を深めるよう努
めている

御家族を含む社会資源を継続し有効活用で
きるよう努めている

利用者間のトラブルを早期回避できるよう
テーブル席などの配置に気を配っている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（3階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

入院の為退去された方については時期を見
て状態の経過を看に出かけている

日常の何気ない会話の中で要望を聞き出
し、汲み取り、叶えられるよう言いきしている

ここの生活歴が分かるよう家族からの聞き取
りをして記録に残している

日課として屋外散歩や体操をして心身状態
の把握をし一日の生活リズムの確立に努め
ている

月初めに開催する担当者会議において、担
当者からの意見を踏まえ意見を出し合いより
良いチームケアを目指している

ケアプランの実施が反映できるよう記録方法
を簡略化し記録に追われずケアに支障のな
いように工夫している

一人一人のニーズに対応できるよう居室担
当者を中心に実現できるよう取り組んでいる
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（3階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

地域資源として家族の役割は大きくご本人の
心の拠り所になっている。他の地域資源をう
まく活用し豊かな暮らしに役立てるよう支援し
ていく。

受診の意向を本人・家族と確認してかかりつ
け医を決定している。

日々の様子や特変に気づいた時点で看護師
に報告し適切な看護をうけられるようにして
いる。

入院が決定した時点で御本人のｱｾｽﾒﾝﾄや
日常の様子を早期に情報提供できるように
心がけている。

食事は口から食べられなくなったら見極めを
して家族との連絡調整を行い今後の意向確
認をしている。

事故発生時には事故対応マニュアルに
沿っった対応をが行えるように周知してい
る。

緊急連絡マニュアルが整備されており定期
的に避難訓練や防災訓練を行っている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（3階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

御本人様の人格を尊重した言葉かけや対応
に努めている。

日常の何気ない会話の中で要望を汲み取り
介護記録に残し自己決定出来る様に働きか
けている

入居者様の気持ちを優先したケアに努めて
いる。

起床時に髪を整えられるように洗面台にブラ
シをセットし。夜勤者の業務としている。

１人１人の食事摂取ペースを崩さないように
片付けは急がずある程度の方が終了した時
点で片付ける様にしている。また自力摂取が
難しい方の隣で職員が同席し見守り・介助を
行っている。

食事・水分摂取量は記録に残し少ない方を
把握し、捕食の提供やこまめな水分提供を
心がけている。

毎食後声掛けし口腔ケアを実施している。困
難な方へは職員が介助して汚れが強い方に
関しては歯科医に繋げていくようにしていく。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（3階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

夜間おむつ対応の方でも日中はトイレ誘導を
し排泄の自立に向けて取り組んでいる。

排便の有無は記録に残しており下剤の調整
や腹部運動・冷水の提供などをしてスムーズ
な排便を目指している。

大まかなスケジュールは立案してあるが毎
日入浴は行っているのでその日の入浴者の
変更は自由に行っている。

１人一人の体調を観察し体調を崩している時
はもちろんの事、夜勤者からの申し送りで浅
眠のぁた府民の方の把握をし日中も対応で
きる陽男支援している。

担当者会議の開催時には担当者より薬剤情
報を読み上げ効能。副作用をチームで周知
出来るよう努めている。

日々嗜好品の会話をして食べたいものなど
の把握に努め生活歴からも希望を読み取り
外出支援を行っている。

日常的に要望を組み入れて出来るだけ希望
が叶えられるよう居室担当を中心に計画を
立てている。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（愛の家グループホーム沼津我入道　　（3階ユニット））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

買い物支援の時は、利用者がお金を直接現
金で支払い自分が購入した実感を味わって
頂いている。

家族の面会を希望されている時などはスタッ
フが電話をかけ連絡調整をしている。

清潔な環境で暮らして頂けるように早番・遅
番・夜勤者が少しずつ清掃箇所を分担して毎
日行っている。花が飾られている部屋などは
水やりをかかさず行っている。

１人１人の日常生活において動線上に物を
置かない事を徹底しており、事故を回避出来
る環境つくりに努めている。

毎日を楽しく生活出き、笑い声の響く空間の
配置や気の合う仲間作りを意識した座席に
気を配っている。

馴染みの家具や洋服・食器類を使用する事
により御本人様が居心地よく過ごせる環境に
配慮している。
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